対話による知識の共同構築過程における「深い学び」の形成的評価－「特別活動論」の授業で見られた学生同士の学びあい－ by 水野, 正朗 & 副島, 孝





































































































































































































 東海学園大学教育研究紀要　第 2巻第 1号
　③模擬授業班が指定された教材を分析し模擬授業形式で発表する。質問班が発表内容について質問やコ












































を久しぶりに書く授業でうれしい」（同 2 ）、「学生の活動が多い」（同 2 ）、「授業にめりはりがあって集中
できる」（同 2 ）、「考える時間がある」（同 1 ）など、この授業形式を肯定的に評価する記述が目立った。
その他の回答は「わかりやすい」（同 8 ）、「教師になるための勉強になる（役立つ）」（同 3 ）、「意見を出
しやすい雰囲気がある」（同 1 ）、「自主性が養える」（同 1 ）、「身近に感じる」（同 1 ）、「指導案が書ける」
（同 1 ）、「先生がやさしい」（同 1 ）であった。
　これに対して「改善して欲しいと思うこと」に対する回答数は、わずか 8 だった。「授業が終わる時間
がぎりぎりでリフレクションを書く時間が短い」（回答数 2 ）、「配布物が多く、受講者も多いので混乱す
る」（同 1 ）、「色々の人との交流もほしい」（同 1 ）、「レジュメは全て事前に印刷してほしい」（同 1 ）、「配





















































































 東海学園大学教育研究紀要　第 2巻第 1号
は、授業ごとに教員が考えて設定する。その授業で何が大切かは授業ごとに変わるものであり、また、学
びを多様な視点から評価するべきものと考えるからである。したがって、学生自身の学びの姿だけでなく、
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新学習指導要領がさらに深みのある内容に変化しているので、さらに勉強して将来に生かしたい。
特別活動は教科に比べてあいまいだったので、学習できてよかった。児童生徒が主体的に他者とコミュ
ニケーションを取り合いながら学習することは、特別活動に限らず、どの教科でも大切だ。
教科外の活動で児童生徒が学ぶことが多いと感じた。その重要さに気づくことができたので、実際に現
場に行った時には、一つ一つの活動に目的、意味を持たせたい。
特別活動の指導案を書く時、こんなにも自由に色々なことができるのかと感動した。はやく実際の生徒
の前に立って、この授業で習った知識を生かしていきたい。
アクティブ・ラーニングを取り入れた授業とはどういう授業であるかを学ぶことができて、とてもため
になる授業だった。
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